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成人 T 細胞白血病/リンパ腫（ATLL）の患者さんの 

診療情報等を他院に提供することについての 

お知らせ 

 

九州医療センターでは、九州医療センター倫理審査委員会 の審査を受け、病院長承認のもと、

下記の臨床研究を実施しております。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

当該研究に診療情報等が用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の[相談窓口]までお申出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。なお、研究の進捗状況によっては、

あなたのデータを取り除くことができない場合がございますので、ご了承ください。 

研究課題名 HTLV-1 キャリアにおけるホジキンリンパ腫様組織像を示す病変の 

統合的解析研究 

研究実施機関の 

研究責任者 

九州医療センター 血液内科  責任者氏名 髙瀬 謙 

研究の背景 リンパ系悪性腫瘍(いわゆる悪性リンパ腫)は血液のがんの中でも最も頻度

が高いものであり、毎年多数の方が発症されています。リンパ系悪性腫瘍

は何十もの細かい分類(亜型といいます)に分かれますが、その亜型によっ

て、治りやすいものと治りにくいものがあります。特に本邦では、HTLV-

1(ヒト T 細胞白血病ウイルス 1 型)というウイルスが原因で、発症してか

らの平均余命が約 13 ヶ月という非常に治りにくい ATLL(成人 T 細胞白

血病/リンパ腫)と いう亜型の頻度が高いのが特徴です。HTLV-1 ウイル

スを有している患者の中でも、治療法が ATLL と全く異なる「ホジキンリ

ンパ腫」という病気に類似した組織像を示すことが近年報告されています。

この様な症例は ATLL に準じた治療をすべきか、ホジキンリンパ腫に準

じた治療をすべきか、まだ正解はわかっていません。適切な治療法に結び

つけるためには、まずこれら「ホジキンリンパ腫」という病気に類似した

組織像を示す病変の特徴を正確に把握することが重要です。 

研究目的 今回の研究では「ホジキンリンパ腫」という病気に類似した病変を示す症

例の生物学的特徴と臨床所見の関係性を明らかにする研究を行います。特

に遺伝子異常に注目して解析し、腫瘍細胞の性質が症状や治療の効果にど

れほどの影響を与えるかを調べます。それらがわかれば、将来的に同様の

病変を有する患者さんの治療や診断 に大きく貢献できると考えられます。 

研究実施期間 【調査対象期間】2002年から2029年 

【研究期間】倫理審査委員会承認後から西暦 2030 年 3 月 31 日まで 

研究の方法 【対象となる方】 

2002 年から 2029 年に ATLL と診断された患者さんが対象です。 
当院では 2002 年から 2022 年までに診断された 2 名の患者さんの情報



を提供します。 
【調査方法】 
当院でＡＴＬＬと診断されてから 2023 年 2 月までの診療情報を収集し
て解析します。 

【研究に利用する試料】 

当院で ATLL と診断されてから、2023 年２月までに採取された検体(組

織)の“残り”を研究用に利用いたします。 

【研究に利用する診療情報】  

①総合所見 

・施設内症例 ID・イニシャル・初診時年齢・性別・ATLL 病型・治療開始日 

②治療開始時所見 

・PS※・病変部位・出生地・感染症合併症・自己免疫疾患合併症 

・職業 ・食生活・ATLL 家族歴・生活習慣病  

・既往歴・診断日・臨床病期・浸潤臓器・節外病変数・症状の有無 

③治療開始時検査所見 

・白血球数・リンパ球数（正常＋異常）・異常リンパ球数・ヘモグロビン 

・血小板数・アルブミン・BUN・クレアチニン・LDH・Ca（非補正） 

・ALP ・ALT ・AST ・異常細胞表面マーカー・可溶性 IL-2R 

④治療開始後経過 

・初期治療法・治療反応性・再発の有無・再発部位 

⑤同種造血幹細胞移植を受けた患者さんについて 

・有無 ・移植時の病勢・移植時 PS※・移植ドナーの種類  

・HLA※一致度 ・前処置の種類・移植細胞数・移植日  

・生着の有無・生着にかかった日数・急性 GVHD※の有無  

・急性 GVHD※の重症度・慢性 GVHD※の有無  

・慢性 GVHD※の重症度 

・移植後感染症・移植合併症（GVHD※, 感染症以外） 

・移植後再発の有無・再発日 

⑥転帰 

・生死・生存の最終確認日・最終確認日の病勢・死亡日・死亡原因 

 

※PS：全身状態の指標の 1 つで、患者さんの日常生活の制限の程度を示します 

HLA：ヒト白血球抗原 GVHD：移植片対宿主病 

 

【情報等の管理】 

上記の試料と診療情報を共同研究機関に提供しています。 

●情報の提供 

各研究機関から琉球大学へ郵送にて送付されます。 

●試料の提供 

組織検体は琉球大学で遺伝子解析を行うため、各研究機関で匿名化し

て、琉球大学に郵送します。 

●共同研究の研究代表機関及び研究代表者（試料・情報の管理責任者） 

琉球大学 医学部保健学科 病態検査学講座 崎浜秀悟 



個人情報の取扱い 研究に利用する検体や情報には個人情報が含まれますが、院外に提出す

る場合には、お名前、住所など、個人を直ちに判別できる情報は削除し、

研究用の番号を付けます。また、研究用の番号とあなたの名前を結び付け

る対応表を作成し研究参加への同意の取り消し、診療情報との照合などの

目的に使用します。対応表の管理は、本研究に関与しない事務部長が責任

をもって適切に管理いたします。 

研究組織 この研究は、多機関共同研究で行われます。当院は既存試料・情報の提

供のみを行います。 

研究代表施設 

（研究代表者） 

琉球大学医学部保健学科病態検査学講座 崎浜秀悟 

相談窓口 九州医療センター 血液内科 科長 高瀬 謙 

〒810-8563 福岡県福岡市中央区地行浜 1-8-1 

電話番号 092-852-0700 

（研究全体の相談窓口） 
琉球大学医学部保健学科病態検査学講座 崎浜秀悟 

電話番号 098-895-1123 

共同研究機関 施設名 ／ 研究責任者 

宮崎大学医学部 内科学講座     下田 和哉 

宮崎大学医学部 内科学講座          久冨木庸子 

宮崎大学医学部附属病院病理診断科    佐藤勇一郎 

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科血液膠原病内科学分野 

                 石塚 賢治 

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科病理学分野  谷本 昭英 

大阪大学大学院医学系研究科血液・腫瘍内科   長手 泰宏 

大阪大学大学院医学系研究科血液・腫瘍内科   藤田 二郎 

熊本大学ヒトレトロウイルス学共同研究センター 佐藤 賢文 

熊本大学ヒトレトロウイルス学共同研究センター 高鳥 光徳 

九州大学医学部第一内科     赤司 浩一 

九州大学医学部第一内科        加藤 光次 

福岡大学医学部 病理学講座          竹下 盛重 

福岡大学医学部 病理学講座          武藤 礼治 

神奈川県立がんセンター 血液・腫瘍内科   酒井 リカ 

神奈川県立がんセンター 病理診断科   大久保陽一郎 

名古屋大学医学部附属病院病理部    宮城 尚平  

既存試料・情報

の提供のみを行

う機関  

施設名／責任者 

名古屋市立大学病院 血液・腫瘍内科   楠本 茂 

名古屋市立大学臨床病態病理学講座    稲垣 宏 

刈谷豊田総合病院 病理診断科    伊藤 誠 

社会医療法人敬愛会 中頭病院 血液腫瘍内科  林  正樹 

社会医療法人敬愛会 中頭病院 病理診断科     仲田 典広 

社会医療法人かりゆし会 ハートライフ病院 血液内科     

宮城 敬 

社会医療法人かりゆし会 ハートライフ病院 病理診断科    

青山 肇 

地方独立行政法人 那覇市立病院 血液内科   内原潤之介 

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 血液内科 

大城 一郁 

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 病理診断科

                    仲里 巌 

沖縄赤十字病院  内科            友寄 毅昭 

東京医科歯科大学 包括病理学    山本 浩平 

和歌山県立医科大学 血液内科    細井 裕樹 

熊本大学病院 血液内科     野坂 生郷 

熊本大学病院 病理部     川上  史 

沖縄県立中部病院 病理診断科    小山 寛文 

愛媛大学病院 腫瘍内科      薬師神芳洋 



中部徳洲会病院 血液内科     轟  純平 

国立病院機構 九州医療センター 血液内科   髙瀬 謙 

国立病院機構 九州医療センター 病理診断科  桃崎 征也 

 

 

 


